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土師ダムのリアルタイムの貯水位や流入量・放流量など詳しい情報はこちら

http://www.river.go.jp川の防災情報

今
年
の
梅
雨
を
振
り
返
る

～

土
師
ダ
ム
で
は
２
回
の
防
災
操
作
実
施

～

今
年
の
梅
雨
入
り
は
6
月
10
日
頃
、
梅
雨
明
け
は
7
月
30

日
で
し
た
。
土
師
ダ
ム
で
は
6
月
13
日
に
今
年
度
最
初
の
洪

水
警
戒
体
制
に
入
り
ま
し
た
。
7
月
29
日
迄
に
7
回
の
洪
水

警
戒
体
制
に
入
り
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
の
放
流
を
5
回
、

こ
の
う
ち
流
入
量
が
２
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
を
超
え
た

時
に
実
施
す
る
防
災
操
作

を
2
回
、
特
に
7
月
12
日

か
ら
の
出
水
で
は
、
ダ
ム

へ
の
流
入
量
が
ダ
ム
運
用

後
４
番
目
に
多
い
流
入
を

記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
出
水
で
は
安
芸
高

田
市
及
び
下
流
三
次
河
川

国
道
事
務
所
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
ダ
ム
の
放
流
量

を
大
幅
に
減
量
す
る
特
別

防
災
操
作
を
実
施
し
、
安

芸
高
田
市
吉
田
の
多
治
比

川
の
内
水
被
害
の
発
生
を

抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。土

師
ダ
ム
か
ら
下
流
に

放
流
を
行
っ
た
日
数
は
梅

雨
期
間
の
50
日
の
う
ち
約

半
分
の
24
日
と
な
り
ま
し

た
。
（
ダ
ム
の
運
用
と
7

月
12
日
か
ら
の
特
別
防
災

操
作
の
実
施
に
つ
い
て
は

7
月
号
に
詳
し
く
書
い
て

い
ま
す
）

ま
た
、
７
月
に
土
師
ダ

ム
流
域
内
に
降
っ
た
雨
量

は
、
こ
れ
ま
で
最
大
の
平

成
18
年
7
月
の
降
雨
量

令和2年7月
月雨量：671.2mm
平年値 ：273.6mm
平年比：245.4%
前年比：188.2%

（
５
７
３
．
９
ミ
リ
）
を
大
幅
に
超
え
る
６
７
１
．
３
ミ
リ

を
記
録
。
土
師
ダ
ム
が
運
用
を
開
始
し
て
以
来
、
最
大
の
降

雨
量
に
な
り
ま
し
た
。

土師ダム完成からこれまでの最大流入量

順位 発生年月日
土師ダム流域内

総雨量（mm）
最大流入量

（m3/s）
最大全放流量※

（m3/s）

最高貯水位
※※

（ＥＬ.ｍ）
要 因

1
平成11年6月29
日

182.2 1,141 529 249.41 梅雨前線

2 昭和60年7月5日 168.0 1,053 498 247.41 低気圧

3
昭和58年7月23
日

152.7 873 436 246.50 梅雨前線

4 令和2年7月14日 198.7 822 417 249.69 梅雨前線

※ 最大全放流量は下流流量と太田川分水を含んだ量

※※ H29とR2は特別防災操作を実施後の貯水位

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
、
土
師

ダ
ム
の
情
報
は
下
記

の
「
川
の
防
災
情

報
」
の
ほ
か
Ｔ
ｗ
ｉ

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
放
流
情

報
等
を
発
信
し
て
い

ま
す
の
で
そ
ち
ら
も

確
認
下
さ
い
。



ダ ム 周 辺 の 観 光 客 数 （ ７ 月 ）

国土交通省中国地方整備局
土師ダム管理所

広島県安芸高田市八千代町土師369-24

TEL ：0826-52-2455
E-MAIL ：haji@cgr.mlit.go.jp
URL :http://www.cgr.mlit.go.jp/haji
Twitter： @milt_hajimaru

「はじまるだより」はホームページ、Twitterにもアップされています。

はじ丸

土師ダム湖心の水質（㎎/ℓ）

ＣＯＤ（全層） 総窒素（表層） 総リン（表層）

環境基準 3.0 0.43 0.018

６月 2.8 〇 0.60 × 0.024 ×

７月 3.5 × 0.53 × 0.028 ×

令 和 ２ 年 ７ 月 ５ ， ２ ６ ５ 人

八 千 代 湖 の 水 質 （ ７ 月 ）

～

土
師
ダ
ム
周
辺
探
訪

～

土
師
地
区
の
義
農

喉
声
忠
左
右
衛
門

土
師
ダ
ム
内
に
あ
る
の
ど
ご
え
公
園
の
名
称
に
も
使
わ
れ
て

い
る
喉
声
忠
左
右
衛
門
。
小
学
校
の
授
業
で
勉
強
す
る
そ
う
で

す
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
事
を
し
た
の
で
し
ょ
う
？

彼
の
偉
業
と
現
地
に
残
っ
て
い
る
施
設
等
を
紹
介
し
ま
す
。

６
㎞
、
幅
１
．
８
ｍ
の
水
路
工
事
は
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
８
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
畑
に
水
の
供
給

を
行
う
事
が
出
来
、
そ
の
後
の
開
発
に
よ
り
約
５
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
田
を
潤
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

首
枷
に
よ
り
か
す
れ
た
声
し
か
出
な
く
な
っ
た
忠
左
衛
門

は
、
村
人
た
ち
か
ら
「
咽
声
忠
左
衛
門
」
と
あ
だ
名
を
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
工
事
が
完
成
し
、
米
不
足
な
ど
に

悩
ま
さ
れ
な
く
な
っ
た
村
人
た
ち
は
今
ま
で
の
仕
打
ち
を
恥

じ
、
改
め
て
恩
人
と
し
て
尊
敬
し
彼
の
偉
大
な
功
績
を
称
え

て
①
石
碑
を
つ
く
り
ま
し
た
。

忠
左
衛
門
の
作
っ
た
水
路

は
、
土
師
ダ
ム
建
設
に
よ
り

貯
水
池
内
と
し
て
水
没
し
ま

し
た
が
、
最
初
に
作
っ
た
矢

櫃
井
堰
と
そ
れ
か
ら
伸
び
る

水
路
は
土
師
ダ
ム
の
貯
水
位

が
低
い
時
に
顔
を
出
し
ま
す
。

昭
和
15
年
に
建
立
さ
れ
た

喉
声
神
社
と
墓
石
の
ほ
か
、

は
じ
ま
る
館
の
下
流
の
道
路

沿
い
に
も
墓
石
が
あ
る
ほ
か

公
園
の
名
前
に
な
る
な
ど
、

彼
の
偉
業
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
、
八
千
代

町
上
・
中
土
師
地
区
は
川
が

土
地
よ
り
低
い
所
を
流
れ
て

い
た
た
め
、
作
物
が
出
来
ず

人
々
は
困
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
か
ね
た
忠
左
衛

門
は
上
流
に
井
堰
（
矢
櫃
井

堰
）
を
作
っ
て
用
水
路
で
水

を
引
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

最
初
は
村
民
も
協
力
し
て
い

ま
し
た
が
、
難
工
事
で
あ
っ

た
た
め
徐
々
に
協
力
者
も
い

な
く
な
り
、
つ
い
に
は
村
役

人
は
作
業
を
中
止
す
る
よ
う

言
い
渡
し
ま
す
。
し
か
し
、

忠
左
衛
門
は
聞
き
入
れ
ず
私

財
を
な
げ
う
っ
て
一
人
で
水

路
を
作
る
工
事
を
止
め
な

か
っ
た
た
め
「
農
民
を
惑
わ

す
者
」
と
し
て
、
役
人
は
手

枷
、
足
枷
、
首
枷
を
し
ま
し

て
工
事
を
止
め
さ
せ
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
忠
左
衛
門
は

意
思
を
曲
げ
ず
工
事
を
続
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
枷
は
外

さ
れ
ま
し
た
が
、
首
枷
に
よ

り
忠
左
衛
門
の
咽
は
つ
ぶ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
聞
い
た
隣
村

の
庄
屋
五
郎
右
衛
門
が
援
助

を
申
し
出
て
、
開
始
か
ら
３

年
後
の
１
６
６
５
年
、
延
長

③墓石（神社内）

④
墓石（はじまる館下流） ②のどごえ神社

喉声忠左右衛門⑤矢櫃井堰

⑥喉声忠左右衛門の紹介看板

土師ダム

土師ダム管理所

はじ丸館

ふれあい大橋

のどごえ公園

キャンプ場

①石碑
②喉声神社
③墓石④墓石

⑥喉声忠左右衛門の紹介看板

川井大橋

グランド

⑤矢櫃井堰と水路跡

Ｎ

県道浜田八重可部線

土師ダム
サイクリングターミナル

円通山神社

土師大橋

土師ダム周辺の地図

至 千代田至 八千代


